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国民健康保険税・
介護保険料の
第１０期納期限です。

　

最
近
、
役
場
（
水
道
課
・

下
水
道
課
）
の
委
託
で
あ
る

か
の
よ
う
に
装
っ
て
各
家
庭

を
訪
問
し
、
高
額
な
浄
水
器

の
購
入
を
勧
め
た
り
、
な
か

ば
強
引
に
給
水
器
の
点
検
・

清
掃
・
修
理
や
下
水
道
管
の

清
掃
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
、

高
額
な
代
金
の
請
求
や
契
約

を
迫
る
商
法
が
横
行
し
て
い

ま
す
。
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
業
者
名
や
費
用
を
確
認

し
納
得
し
た
上
で
依
頼
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
必
要
の

な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
水
道
課
・
下
水
道

課
で
は
、
宅
地
内
の
給
水
管

や
下
水
道
管
な
ど
の
点
検
・

清
掃
・
修
理
あ
る
い
は
物
品

の
販
売
な
ど
を
業
者
の
方
に

委
託
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
も
し
役
場
が
水
道
や
下
水

道
に
関
す
る
調
査
等
を
実
施

す
る
場
合
は
広
報
紙
や
回

覧
・
配
布
物
な
ど
で
住
民
の

方
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
な
に
か
ご
不
審
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
水
道

課
・
下
水
道
課
（
電
話
八
二

―
二
〇
〇
一
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
そ
の

年
の
四
月
一
日
現
在
で
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

盗
難
な
ど
で
、
現
在
所
有
し

て
い
な
く
て
も
廃
車
の
手
続
き

を
さ
れ
ま
せ
ん
と
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
を
す
る
場
所
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
役
場
税
務
課
】

排
気
量
が
一
二
五 
㏄ 
以
下
の
単

車
お
よ
び
農
耕
作
業
用
自
動
車

（
耕
運
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

【
陸
運
局
】

軽
自
動
車
（
軽
四
輪
貨
物
お
よ

び
乗
用
車
・
一
二
五 
㏄ 
を
超
え

る
単
車
）

※
四
月
一
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、

実
際
に
は
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
陸
運
局
で
は
毎
年
、

年
度
末
の
三
月
は
窓
口
が
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

登
録
・
異
動
・
廃
車
等
の
申
請

は
、
で
き
る
だ
け
早
め
（
三
月

十
五
日
ご
ろ
ま
で
）
に
済
ま
せ

た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
本
人

が
確
認
で
き
る
免
許
証
等

《
縦
覧
期
間
》

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
四

月
三
十
日

〔
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
〕

《
閲
覧
期
間
》

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日

〔
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三

日
を
除
く
〕

《
閲
覧
時
間
》

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
〔
午
後
〇
時
か
ら
午

後
一
時
ま
で
を
除
く
〕

《
場
所
》

役
場
税
務
課

　

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

八
二
―
二
〇
〇
一

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
納
税
通
知
書

は
四
月
中
旬
に
発
送
い
た
し
ま
す

の
で
、
四
月
二
十
一
日
（
水
）
ま

で
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
減
免
申
請
は
４
月　

日
ま
で
に

２３

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
に
対
す
る
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
、
四
月
二
十
三

日
（
金
）
ま
で
に
税
務
課
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
等

・
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り

ま
す
）

・
軽
自
動
車
納
税
通
知
書

・
障
害
者
手
帳
等
に
関
す
る
証
明

書
・
当
該
車
両
を
使
用
さ
れ
る
方
の

運
転
免
許
証

・
軽
自
動
車
検
査
証

　

な
お
、
減
免
対
象
者
の
要
件
は

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

税
務
課
で
は
毎
年
、
課
税
事
務

を
適
正
に
行
う
た
め
、
家
屋
（
車

庫
・
物
置
を
含
む
）
の
状
況
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

さ
れ
た
と
き
は
お
手
数
で
す
が
税

務
課
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◎
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

納
税
者
が
町
内
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
本

人
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の
閲
覧

　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」の
う
ち

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
課
税
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

《
必
要
書
類
等
》

①
印
鑑
（
認
印
）

②
納
税
通
知
書
、
課

税
明
細
書
か
本
人
が

確
認
で
き
る
免
許
証

等③
委
任
状
と
代
理
人

本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

④
賃
貸
借
契
約
書
と

本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

⑤
所
有
権
を
取
得
し

表 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と
　 固定資産課税台帳等の閲覧のできる者

必要書類等有　 資　 格　 者閲覧縦覧

①・②納税者（現に土地又は家屋の
固定資産税を収めている者）○○

①・③納税者と同居の親族　　　 ○○

①・③納税管理人　　 　　　　　○○

①・③納税者からの委任状持参の者○○

①・②納税義務者（納税者ではない）○×

①・④借地・借家人　　　　　　 ○×

①・⑤賦課期日（１月２日）以後の 
新所有者 　　　　　　　　○×
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ま
た
、
入
選
さ
れ
た
二

十
点
の
作
品
は
、
二
月
二

十
日
（
金
）
か
ら
二
十
七

日
（
金
）
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
京

都
駅
中
央
口
の
「
旅
立
ち

広
場
」
に
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

※
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】

『
出
発
進
行
！
』
山
中
茂

（
京
都
市
）

【
優
秀
賞
】

『
こ
ろ
柿
の
里
』長
尾
順
子

（
宇
治
市
）
▽
『
落
日
』
中

井
正
寛
（
久
御
山
町
）
▽

『
け
ま
り
風
景
』一
井
由
清

（
京
都
市
）

に
『
沿
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
』
を
実
施
、
そ
の
審
査
が

二
月
十
七
日
（
火
）、
山
城
勤

労
者
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
同

線
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、

昨
年
十
二
月
〜
今
年
一
月
末

ま
で
の
募
集
期
間
で
行
わ
れ

て
い
た
も
の
で
、
沿
線
内
外

か
ら
、
二
二
九
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
三
点
、
入
賞
十
六
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

沿
線
四
市
四
町
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複

線
化
促
進
協
議
会
」（
会
長
＝

汐
見
町
長
）
は
、
奈
良
線
の

�
沿
線
の
魅
力�
を
テ
ー
マ

　

桜
の
咲
く
四
月
、
井
手
小

学
校
・
多
賀
小
学
校
の
新
一

年
生
に
な
る
、
玉
川
・
多
賀

両
保
育
園
児
や
幼
稚
園
を
卒

園
す
る
子
ど
も
た
ち
の
半
日

体
験
入
学
が
二
月
六
日（
金
）

に
多
賀
小
で
、
二
月
二
十
七

日
（
金
）
に
井
手
小
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
入
学
は
、
学
校

の
授
業
や
様
子
な
ど
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、

早
く
か
ら
小
学
校
生
活
に
な

じ
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

多
賀
小
学
校
（
南
本
光
男

校
長
）
で
は
、
五
年
生
が
園

児
た
ち
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
、

ク
ラ
ス
を
六
班
に
分
け
「
お

店
」
の
形
式
で
い
ろ
い
ろ
な

ゲ
ー
ム
を
体
験
。
体
育
館
で

は
、
ま
ず
「
だ
る
ま
さ
ん
が

こ
ろ
ん
だ
」
と
「
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
」
を
楽
し
ん
だ
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

や
ダ
ー
ツ
、
玉
入
れ
な
ど
が

行
わ
れ
、
歓
喜
の
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

五
年
生
た
ち
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
用
意
し
て
い
た
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
手
作

り
の
「
メ
ダ
ル
」
を
園
児
た

ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
井
手
小
学
校
（
木

下
惠
三
郎
校
長
）
で
は
、
園

児
た
ち
が
最
初
に
体
育
館
へ

招
か
れ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
と
串

を
使
っ
た
『
紙
と
ん
ぼ
』
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
マ
ジ
ッ
ク
で
思

い
思
い
の
模
様
を
書
い
た
り

し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
紙

と
ん
ぼ
を
一

生
け
ん
命
作

っ
て
い
ま
し

た
。
完
成
後

は
一
緒
に
飛

ば
し
、
楽
し

く
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、

二
年
生
が
園

児
た
ち
に
楽

し
い
時
間
を

過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
、
多
目
的
室
に
七

種
目
の
「
手
作
り
ゲ
ー
ム
」

を
用
意
し
て
お
出
迎
え
。
園

児
た
ち
は
、
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
か
ら
ル
ー
ル
の
説
明

を
受
け
る
と
、
さ
っ
そ
く
か

る
た
や
魚
釣
り
、
輪
投
げ
、

す
ご
ろ
く
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
一
年
生
の
入
学

予
定
児
童
は
、
多
賀
小
学
校

で
は
一
ク
ラ
ス
二
十
七
人

（
男
子
十
四
人
・
女
子
十
三

人
）、井
手
小
学
校
で
二
ク
ラ

ス
四
十
六
人
（
男
子
二
十
三

人
・
女
子
二
十
三
人
）
で
す
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
出
発
進
行
！
」

審査の様子

ペットボトルボウリングを楽しみました

紙とんぼづくりにチャレンジする園児たち
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給
水
管
・
水
質
検
査
・
浄
水
器
・
下
水
道
管
清
掃
な
ど
の

給
水
管
・
水
質
検
査
・
浄
水
器
・
下
水
道
管
清
掃
な
ど
の

点
検
点
検
・・
実
験
実
験
・・
か
た
り
商
法

か
た
り
商
法
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先
日
、
私
は
大
学
の
友

達
を
訪
ね
に
台
湾
へ
行
き

ま
し
た
。
彼
は
台
北
で
英

語
の
教
師
を
し
て
い
ま
す
。

土
曜
の
夜
に
、
私
は
関
西

国
際
空
港
か
ら
台
北
へ
、

二
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
で

到
着
し
ま
し
た
。

　

空
港
で
久
し
ぶ
り
に
友

人
に
再
会
し
、
私
は
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
大
学
入
学
以
来
の
友

人
で
あ
り
、
彼
と
は
大
学

で
二
年
間
ル
ー
ム
メ
ー
ト

と
し
て
一
緒
に
生
活
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常

に
親
し
い
友
達
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
最
初
台
北
に

滞
在
し
、
そ
こ
で
蒋
介
石

記
念
館
、
仏
教
徒
寺
院
や

故
宮
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
故
宮
博
物
館
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

は
、
東
ア
ジ
ア
芸
術
に
関
し

て
は
世
界
最
大
級
の
博
物
館

な
の
で
す
！
中
国
様
式
の
彫

刻
や
絵
画
、
花
瓶
お
よ
び
宝

石
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ほ
と

ん
ど
揃
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
台
湾
は
屋
台
が
安
く

て
お
い
し
い
と
有
名
で
、
私

と
友
達
は
屋
台
か
ら
屋
台
へ

と
食
べ
歩
き
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
私
た
ち
は
台
湾

本
島
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
ろ
う

と
思
い
立
ち
台
北
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。
台
北
は
台
湾
の

北
の
先
端
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
東
部
に
位
置

す
る
花
蓮
郡
を
目
指
し
台
北

を
出
発
し
、
そ
の
日
は
一
日

電
車
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

花
蓮
郡
は
台
湾
の
有
名
な
地

方
で
す
。

青
緑
の
川
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
す
ご
く
美
し
く
、
一
日
中

峡
谷
を
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
私
た
ち
は
列
車
に

飛
び
乗
り
西
部
に
位
置
す
る

台
中
に
む
か
い
ま
し
た
。
そ

こ
は
台
湾
本
島
の
西
海
岸
に

位
置
し
、
台
湾
で
二
番
目
に

大
き
な
都
市
で
す
。
や
は
り

こ
の
町
で
も
夜
に
な
る
と
大

量
の
屋
台
が
出
て
き
ま
し
た
。

今
回
旅
を
し
た
中
で
一
番
お

い
し
い
食
べ
物
は
こ
の
町
に

あ
り
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、

友
人
の
台
湾
で
の
友
達
と
も

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

旅
か
ら
帰
っ
て
か
ら
は
疲

れ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
旧
友

と
再
会
し
、
過
ご
し
た
時
間

と
新
し
い
世
界
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

　

花
蓮
郡
の
タ
コ
ロ
峡
谷
は

台
湾
を
代
表
す
る
景
勝
地
で

時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

台
湾
は
楽
し
か
っ
た
で
す

が
、
日
本
に
戻
っ
て
き
た

こ
と
も
同
じ
く
ら
い
嬉
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

そ
う
感
じ
る
の
か
と
い
う

と
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

家
は
井
手
町
に
あ
る
か
ら

か
な
、
と
私
は
思
い
ま
し

た
。
毎
日
生
活
し
て
い
る

と
あ
ま
り
思
わ
な
い
こ
と

で
す
が
、
住
ん
で
い
る
町

を
し
ば
ら
く
離
れ
戻
っ
て

き
た
と
き
に
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
所
が
一
番
だ
と

理
解
で
き
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
今

も
の
す
ご
く
感
じ
て
い
ま

す
。

す
。
約
二
十
二
キ
ロ
の
峡
谷

で
岩
壁
と
そ
の
間
を
流
れ
る
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平成１４年度
一般会計
決算

　

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
と
七
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
多
賀
地
区
簡
易
水
道
・
老
人
保
健
・
介
護
保

険
・
公
共
下
水
道
事
業
・
井
手
、
多
賀
財
産
区
）
、
井
手
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
は
、
昨
年
九
月
の
定
例
町
議
会
に
提

案
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
議
に
付
さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の
十
二
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
四
十
三
億
二

千
五
百
十
三
万
二
千
円

に
対
し
、
歳
出
四
十
一

億
六
千
七
百
七
十
九
万

四
千
円
で
差
し
引
き
形

式
収
支
で
は
、
一
億
五

千
七
百
三
十
三
万
八
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
で

は
一
億
五
千
六
百
五
万

六
千
円
で
、
こ
れ
が
平

成
十
五
年
度
へ
の
繰
越

金
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）
差引額収益的支出（消費税含む）収益的収入（消費税含む）

井手町
水道事業
会計

　１３,６６７１０１,９３５１１５,６０２
差引額資本的支出（消費税含む）資本的収入（消費税含む）
△２７,９７４ ８７,６５７ ５９,６８３
△１４,３０７１８９,５９２１７５,２８５計

�����������
　歳出は４１億６，７７９万４千円で、前年度より２億３，６３０万円、５.４％減と
なりました。
　本庁舎他施設にイントラネット整備、婦人研修センター調理用機器
等整備、砂防関連環境整備事業など主な事業は次のとおりです。

  総務費 

　決算額は、１０億６，５８２万５千円で、前年度より３億５，５６８万円、５０.１％
の増となっています。
○特別会計繰出金 ３億１，１６１万円
○各種基金への積立金 ３億１，４７８万７千円
○イントラネット整備事業 １，８３７万８千円
○井手町地域まるごと体験交流お助けシステム開発負担金 ３０４万３千円
○住民基本台帳ネットワークシステム関連作業委託 １８０万１千円

  民生費 

　決算額は、８億８，５８８万５千円で、前年度より３億３，４２４万４千円、
２７.４％の減となりました。
○デイサービス事業等委託 ３，５００万円
○特別養護老人ホーム等建設補助 ２億円
○玉泉苑・賀泉苑改修工事 ６６２万９千円
○保育園非常通報システム設置工事 ９２万９千円

  衛生費 

　決算額は、３億４，８４７万円で、前年度より１，７７０万４千円、４.８％の減
となりました。
○町内河川の水質検査 １２７万１千円
○古紙等再資源集団回収事業 ９３万円
○ごみの収集運搬経費（民間委託含） ７，２０１万円
○城南衛生管理組合分担金 １億５，４８６万６千円

  土木費 

　決算額は、２億５，８４８万６千円で、前年度より５，３６１万３千円、１７.２％
の減となりました。
○町道２２号線道路改良工事 ３，０２２万１千円
○町道１９号線等道路改良工事 ２，１８１万３千円
○西高月下排水路改修工事 ４，７６４万１千円
○玉水駅前駐輪場改修工事 ６６７万３千円

  消防費 

　決算額は、２億１，９９１万２千円で、前年度より１，９１７万２千円、９.６％
の増となっています。
○常備消防設置委託料 １億４，４３８万６千円
○高規格救急自動車購入 ２，９５２万４千円
○消防ホース乾燥柱新設工事 ９９万７千円
○消火栓ボックス設置工事 １０１万１千円

  教育費 

　決算額は、４億２４１万３千円で、前年度より８，３３７万５千円、２６.１％
の増となりました。
○泉ケ丘中学校南校舎大規模改造工事 ９，３８０万４千円
○放課後児童クラブ施設整備事業 ３，１１９万９千円
○小中学校非常通報システム設置工事 ９３万円
○スポーツレクリェーション備品整備事業 ２５４万１千円

  公債費 

　決算額は、５億２，７６４万１千円で、前年度より１，６１７万１千円、３.２％
の増となりました。
○償還元金 ４億２８２万３千円
○償還利子　　 １億２，４８１万８千円

  その他 

○緊急地域雇用創出事業 ３，３０２万円
○婦人研修センター調理用機器等整備 ２５９万７千円
○府営水環境整備事業負担金 １，１１６万円
○森林空間管理施設・林間広場施設造成等工事（大正池周辺）　　   ６，０４４万円
○まちづくりセンター新築事業 １億９，９６５万５千円
○桜まつり関連事業費 ３１７万９千円

�����������
　歳入は４３億２ ， ５１３万２千円で、前年度より２億３，８８７万４千
円、５.２％減となりました。これは、町債（４億８，３２０万円）、地方
交付税（８，５４０万６千円）、利子割交付金（２，９８５万８千円）、地
方消費税交付金（１，３１８万５千円）、財産収入（１，２７５万９千
円）等が減少し、一方、繰入金（１億８，８５０万６千円）、国庫支
出金（８， ３３９万円） 、府支出金（４， ３１３万４千円） 、諸収入（６， ０１９
万６千円）などが増加しており主なものは次のとおりです。

  町　税 

１０億６，８２５万４千円（対前年度０.７％減）
　町税収入は、歳入全体の ２４.７％を占め、１世帯当たり
３３万５，９２９円、住民１人当たり１２万４４８円を納めていただ
いたことになります。

  地方交付税 

１５億５，８４２万５千円（対前年度５.２％減）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に、財源
不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全体の
３６.０％を占めています。

  国・府支出金 

４億８，７０６万８千円（対前年度３５.１％増）
　内訳は、国庫支出金１億９，５１８万７千円（対前年度７４.６％
増）、府支出金２億９，１８８万１千円（対前年度１７.３％増）と
なっています。
　国、府の行政を行うために要する経費、町の特定の施
策を行うための経費の財源に充てるため、その財源の全
部または一部をその目的、性格により、負担金、補助金、
委託金の三つに分類されて交付されるものです。

  町　債 

４億３，２５０万円（対前年度５２.８％減）
　町が特定の事業を行うために借り入れるもので、主な
事業は、まちづくりセンター新築事業、泉ケ丘中学校南
校舎大規模改造工事、森林空間管理施設・林間広場施設
造成等工事、町道２２号線道路改良工事、町道１９号線等道
路改良工事などです。

表１　　　　各会計別歳入・歳出　   （単位：千円）
備 考実質収支額

翌年度へ
繰越すべ
き財源　

歳　出歳　入会　計　別

１５６,０５６１,２８２４,１６７,７９４４,３２５,１３２一  般  会  計
翌年度歳入繰上
充用金で歳入不
足を補てん　　

△１５,５８１０８１５,４４３７９９,８６２国民健康保険
特 別 会 計

特　

別　

会　

計

１１,０７１０９２,４８１１０３,５５２多 賀 地 区 簡 易
水道事業特別会計

翌年度歳入繰上
充用金で歳入不
足を補てん　　

△２０,９４９０９８７,４９３９６６,５４４老 人 保 健
特 別 会 計

１９,１０６０３６４,８４９３８３,９５５介 護 保 険
特 別 会 計

４,４８２０６２１,６７０６２６,１５２公共下水道事業
特 別 会 計

６７８０３,２２６３,９０４井手財産区
特 別 会 計

２８１０５,４１６５,６９７多賀財産区
特 別 会 計

　

監
査
委
員
の
報
告
で
も
『
依
然
厳
し
い
行
財
政
環
境
が
続
く
な
か
で
も
住
民
生
活
関
連
施
設
の
整
備
、
教
育
施
設
の

整
備
充
実
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
防
災
対
策
の
強
化
、
農
業
振
興
等
々
の
複
雑
多
様
化
す
る
住
民
要
望
を
積
極
的
に
展

開
を
さ
れ
る
な
か
で
創
意
と
工
夫
に
よ
り
最
大
限
反
映
さ
れ
、
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
も
厳
し
く
点
検
、
分
析
、
調
査

を
さ
れ
、
国
・
府
に
対
す
る
要
望
等
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
入
で
は
国
・
府
支
出
金
・
町
債
等
の
依
存
財
源
が
約
六
二
％
で
大
部
分
を
占
め
、
町
税
等
の
自
主
財
源
は

約
三
八
％
と
少
な
い
な
か
で
個
別
徴
収
の
強
化
等
を
さ
れ
る
な
ど
、
国
・
府
の
補
助
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
財
源

確
保
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
歳
出
全
般
に
つ
い
て
も
節
減
を
図
ら
れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分
と
効
率

化
に
徹
し
、
行
政
水
準
の
維
持
向
上
を
図
り
つ
つ
、
財
政
健
全
化
に
懸
命
な
努
力
を
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

議会費２.０％ 

総務費２５.６％ 

民生費２１.３％ 衛生費 
８.４％ 

労働費０.８％ 
農林 
水産業費３.０％ 

商工費 
５.２％ 

土木費 
６.２％ 

消防費 
５.３％ 

教育費 
９.７％ 

公債費１２.７％ 

町税２４.７％ 

地方譲与税等交付金４.３％ 

地方交付税 
３６.０％ 

分担金及び負担金０.９％ 
使用料及び手数料０.９％ 

国・府支出金１１.３％ 
財産収入０.９％ 

寄付金０.３％ 
繰入金 
５.１％ 
繰越金 
３.７％ 
諸収入 
１.９％ 

町債１０.０％ 

���（収入）

���（支出）



2004年（平成16年） 3 月（３） 第 378 号広 報 い で

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

障
害
児（
者
）父
母
の
会

���������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������
																																												


��
�
��
��
�
	

�
�
�
��
���
�
�
�
���
�

　
 
陶
芸
工
房
山
吹 
森
田
儀
春
さ
ん（
石
垣
区
）

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス（
以
下
Ｄ
Ｖ
）

と
は
、
夫
や
恋
人
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
男
性
か

ら
女
性
へ
の
暴
力
を
い
い

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
が
起
こ
っ
て

い
る
家
庭
に
子
供
が
い
る

場
合
、そ
こ
に
は
必
ず
、子

ど
も
へ
の
影
響
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
に
は
、子
ど
も
自

身
も
暴
力
を
受
け
て
い
る

場
合
と
、
子
ど
も
は
暴
力

を
免
れ
て
い
る
が
、
暴
力

の
目
撃
者
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
暴
力
を
受
け

る
場
合
と
は
、
父
親
が
母

親
と
子
ど
も
の
両
方
に
暴

力
を
ふ
る
う
場
合
、
父
親

が
母
親
に
暴
力
を
ふ
る
い
、

母
親
が
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
子

ど
も
に
向
け
て
し
ま
う
と
い

う
場
合
で
す
。
子
ど
も
自
身

が
暴
力
を
受
け
て
い
る
場
合
、

こ
れ
が
虐
待
だ

と
理
解
す
る
の

は
た
や
す
い
で

し
ょ
う
。

　

直
接
的
な
暴

力
を
受
け
な
く

て
も
、
子
ど
も
が
暴
力
の
目

撃
者
に
な
る
こ
と
は
、
心
理

的
虐
待
に
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
は
暴
力
を
目
撃

し
て
い
な
い
と
思
い
込
ん
で

い
る
親
が
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は
、
通
常
声
や
音

を
耳
に
し
、
家
の
散
ら
か
り

具
合
や
父
親
の
暴
力
に
よ
る

母
親
の
あ
ざ
か
ら
暴
力
を
察

知
し
て
い
る
も
の
で
す
。
暴

力
の
目
撃
だ
け
で
な
く
、
の

の
し
っ
た
り
、
お
と
し
め
た

り
な
ど
、
言
葉
に
よ
る
虐
待
、

脅
し
に
よ
る
支
配
や
強
制
な

ど
、
ゆ
が
ん
だ
人
間
関
係
を

目
撃
す
る
こ
と
も
、
子
ど
も

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
目
撃
す
る
子
ど
も

は
、深
刻
な
情
緒
的
・
行
動
的

問
題
を
か
か
え
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
研
究
で
は
、
年
齢
の

低
い
子
ど
も
で
は
、
睡
眠
障

害
、
食
欲
不
振
、
低
体
重
、
発

達
の
遅
れ
、お
も
ら
し
、チ
ッ

ク
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢

が
上
が
る
と
、気
分
障
害
、感

情
の
貧
困
、
逸
脱
行
動
や
破

壊
的
行
動
な
ど
が
見
ら
れ
る

こ
と
や
、
学
業
に
集
中
で
き

ず
、
大
人
と
関
わ
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
　

父
親
は
暴
力

の
加
害
者
で
あ

り
、
母
親
自
身

も
ト
ラ
ウ
マ
を

か
か
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
養

育
力
が
低
く
な
り
、
そ
こ
か

ら
二
次
的
影
響
も
生
じ
ま
す
。

子
ど
も
時
代
に
暴
力
を
目
撃

し
て
育
っ
た
女
性
は
、
そ
う

で
な
い
女
性
と
比
べ
、
三
倍

の
割
合
で
暴
力
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
を
選
び
ま
す
。

　

逆
に
、男
性
の
場
合
は
、五

子
ど
も
の
虐
待

ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
の
関
係
は

倍
の
割
合
で
、
パ
ー
ト
ナ

ー
に
暴
力
を
ふ
る
う
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
暴
力
の
あ
る
家
庭

に
育
つ
と
、将
来
、暴
力
に

か
か
わ
る
危
険
性
も
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
の
あ
る
家
庭

に
育
つ
子
ど
も
は
、
戦
場

に
暮
ら
す
子
ど
も
の
よ
う

な
も
の
で
す
。い
つ
、何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
な

か
で
、
ビ
ク
ビ
ク
し
て
暮

ら
し
、
安
全
な
逃
げ
場
は

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
攻
撃
者
は
父

親
で
あ
り
、
そ
の
恐
怖
を

話
し
た
り
慰
め
て
く
れ
る

存
在
は
ど
こ
に
も
な
い
の

で
す
。

　

こ
れ
は
、
ま
さ
に
虐
待

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

同
和
問
題
の
解
決
を 　
　

　
　
　
　
 
み
ん
な
の
手
で
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��

　
「
壮
年
期
」
と
は
、
お
よ
そ

三
十
代
か
ら
五
十
代
の
こ
と

を
さ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
働

き
盛
り
の
年
代
に
自
殺
な
ど

が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

壮
年
期
と
は
、
社
会
や
家
族

の
中
心
的
役
割
を
担
い
責
任

を
感
じ
や
す
く
、
人
間
関
係

の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
や

す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
の
中
核
を
担
い
会
社
の

経
営
や
部
下
の
教
育
な
ど
仕

事
に
ま
つ
わ
る
人
間
関
係
の

重
圧
が
あ
り
、
家
族
の
中
で

も
世
代
が
交
代
し
て
い
く
中

で
子
育
て
や
親
の
老
後
な
ど
、

「
も
し
自
分
が
い
な
く
な
っ

た
ら
…
」
と
真
剣
に
考
え
て

無
理
を
し
て
し
ま
う
時
期
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
重

圧
に
こ
ら
え
き
れ
ず
に
自
分

の
人
生
に
終
止
符
を
打
っ
て

し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
時
期
は
「
人
生
と
い
う

峠
の
頂
上
」
に
立
っ
て
、
こ

れ
ま
で
き
た
道
を
振
り
返
り

こ
れ
か
ら
行
く
道
を
見
つ
め

る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
忙
し
い
生
活
の
中
で
も
、

少
し
時
間
を
さ
い
て
「
自
分

の
人
生
・
価
値
観
・
こ
れ
か

ら
」
を
見
つ
め
直
す
こ
と
は

こ
の
先
の
人
生
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
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二
月
二
十
五
日
（
水
）、
井

手
町
障
害
児
（
者
）
父
母
の

会
（
堀
み
ど
り
会
長
）
は
、

井
手
小
学
校
で
仲
間
の
卒
業

を
祝
う「
卒
業
生
を
送
る
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
南
山
城
養
護

学
校
高
等
部
を
卒
業
す
る
原

田
祐
弥
さ
ん
と
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
を
卒
業
す
る
古
川
裕
く

ん
の
卒
業
を
祝
お
う
と
、
送

る
会
に
は
、
町
内
の
小
・
中

学
校
の
障
害
児
学
級
や
町
内

か
ら
養
護
学
校
に
通
う
児
童

や
生
徒
、
共
同
作
業
所
の
仲

間
ら
三
十
七
人
が
か
け
つ
け

ま
し
た
。

　

送
る
会
は
、
ひ
の
き
学
級
、

養
護
学
校
、
共
同
作
業
所
の

順
番
で
歌
や
ダ
ン
ス
の
出
し

物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
か
ら
の
祝
福
を
受
け

た
原
田
さ
ん
は
「
就
職
先
で

一
年
間
は
勉
強
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

決
意
を
、
続
い
て
古
川
君
は

「
高
校
の
三
年
間
で
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た

い
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
元
気

に
決
意
表
明
。
続
い
て
父
母

の
会
か
ら
二
人
に
記
念
品
が
、

二
人
か
ら
は
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
に
花
束
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
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二
月
三
日
（
火
）、
井
手
小

学
校
（
木
下
惠
三
郎
校
長
）

の
児
童
ら
が
、
町
の
施
設
を

訪
れ
、
人
権
の
花
「
す
い
せ

ん
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
す
い
せ
ん
は
、
昨
年

十
月
に
井
手
町
の
人
権
擁
護

委
員
さ
ん
と
児
童
た
ち
で
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
、
同
小

学
校
の
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
会
の
児
童
ら
が
水
や
り

な
ど
の
世
話
を
し
大
切
に
育

て
て
き
た
も
の
。

　

こ
の
日
、
委
員
会
活
動
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
花
瓶
に
飾
り

付
け
を
し
て
、
す
い
せ
ん
を

入
れ
、「
学
校
で
育
て
た
人
権

の
花
で
す
。
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
書
い
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
貼
り
付
け
、
役
場
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
て
手
渡
し
ま
し
た
。

卒業記念品が手渡されました 役場で「すいせん」を手渡す児童たち

収
集
で
き
な
い 

ご
み　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ．

バ
イ
ク
は
引
き
取
っ
て

も
ら
え
ま
す
か
？

Ａ．

オ
ー
ト
バ
イ
（
原
付
を

含
む
）は
、収
集
で
き
な
い
も

の
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
と
し
て
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
の
で
購
入
さ
れ
た

お
店
、
ま
た
は
専
門
店
に
ご

相
談
下
さ
い
。
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軒丸瓦をモチーフにした「すずり」

　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
陶

芸
工
房
「
山
吹
」
の
メ
ン
バ

ー
・
森
田
儀
春
さ
ん
が
、
二

月
十
九
日
（
木
）
役
場
を
訪

れ
、
石
橋
瓦
窯
跡
か
ら
出
土

し
た
瓦
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
す
ず
り
」二
点
を
汐
見
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
工
房
は
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
椿
坂
を
拠
点
に
活

動
し
て
お
り
、
今
回
作
成
さ

れ
た
「
す
ず
り
」
は
、
直
径

約
十
セ
ン
チ
で
奈
良
大
安
寺

創
建
期
の
瓦
を
焼
い
た
石
橋

瓦
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
「
軒

丸
瓦
」
を
モ
チ
ー
フ
に
瓦
の

ゆ
が
み
や
欠
け
た
跡
も
細
部

ま
で
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

汐
見
町
長
に
作
品
を
手
渡

さ
れ
た
森
田
さ
ん
は
「
井
手

町
で
奈
良
時
代
の
立
派
な
瓦

が
出
土
し
た
こ
と
を
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
春
頃
に
は
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
販
売

し
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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二
月
十
八
日
（
水
）、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
、
井
手
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
西
島
隆
三
会
長
）
の

第
十
三
回
社
会
福
祉
大
会
が

関
係
者
約
二
百
人
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
社
会
福
祉
活

動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
住
民

や
、
社
協
へ
寄
付
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
対
し
て
表
彰

状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

西
島
会
長
は
、「
今
後
さ
ら

に
住
み
よ
い
生
き
が
い
の
あ

る
地
域
社
会
を
築
き
、
質
の

高
い
各
種
事
業
、
住
民
参
加

を
主
体
と
し
た
活
動
を
行
い
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
六
団
体
、

五
十
四
人
に
表
彰
状
や
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
汐
見

町
長
を
は
じ
め
、
和
田
府
田

辺
保
健
所
長
、
木
田
町
議
会

議
長
、
府
社
協
の
大
槻
常
務

理
事
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
、
八
木
社
協
副
会
長

が
「
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
、

会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

の
大
会
決
議
案
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
第
二
部
で

は
、
記
念
映
画
「
折
り
梅
」

の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
状
・
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方

々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
役
員
功
労
者

中
坊
溥

◎
永
年
勤
続
職
員
功
労
者

窪
田
典
子

【
感
謝
状
】

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

者

西
岡
清
勝

◎
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
金

品
等
寄
付
者

◆
団
体
＝
美
し
い
手
を
守
る

会
、
陶
芸
工
房
「
山
吹
」、
綴

喜
連
合
婦
人
会
、
近
畿
労
働

金
庫
宇
治
支
店
、
南
山
城
地

区
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
浄

土
真
宗
城
南
組
仏
教
婦
人
会

連
盟

◆
個
人
＝
森
澤
佑
介
・
井
手

和
代
・
飯
田
昌
之
・
上
田
國

男
・
中
川
正
巳
・
前
田
勝
己
・

古
川
治
・
汐
見
由
己
・
島
田

英
夫
・
小
川
榮
太
郎
・
廣
瀬

治
男
・
古
川
伸
行
・
中
坊
和

榮
・
辻
本
澄
枝
・
中
坊
雅
惠
・

今
西
憲
司
・
中
坊
忠
明
・
中

坊
三
千
代
・
田
村
喜
代
一
・

南
本
宏
昭
・
吉
川
由
春
・
横

田
正
人
・
中
坊
信
子
・
岡
田

弘
美
・
寺
島
富
美
子
・
横
田

秀
雄
・
中
坊
茂
・
森
田
薫
・

横
田
一
彦
・
中
田
政
博
・
廣

道
五
郎
・
島
田
文
江
・
平
原

千
尋
・
㈱
柳
本
金
物
・
廣
岡

昭
紀
・
木
田
光
子
・
西
島
政

代
・
西
田
和
正
・
木
村
茂
・

岩
田
喜
美
子
・
村
田
千
代
・

馬
渕
八
重
子
・
平
間
康
久
・

八
木
徹
・
芝
田
良
一
・
阪
脇

仁
平
・
谷
田
重
一
・
大
平
嘉

憲
・
大
平
隆
造
・
平
間
昭
三
・

谷
岡
照
子
・
奥
田
美
惠
・
岩

城
義
長

社会福祉の貢献された方 に々表彰状・感謝状が手渡されました
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第１３回社会福祉大会開催
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覧
下
さ
い
。

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、

１
週
間

★
返
却
す
る
視
聴
覚
資
料
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
い

で
下
さ
い

主
な
新
着
資
料
の
紹
介
３
月

《
一
般
書
》

「
残
虐
記
」　
　
　

桐
野
夏
生

「
卒
業
」　
　
　
　
　

重
松
清

「
パ
ラ
レ
ル
」　
　
　

今
野
敏

「
偽
偽
満
州
」　

岩
井
志
麻
子

「
水
底
の
森
」　

柴
田
よ
し
き

「
ビ
ー
ズ
の
配
色
が
わ
か
る

本
」　
　
　
　
　

大
井
義
雄

「
地
方
仏
を
歩
く
１　

近
畿

☆
開
館
日

火
曜
日
〜
日
曜
日

☆
開
館
時
間

・
３
月

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

・
４
月
〜
９
月
ま
で

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月　

１
・
８
・　

・　

・

１５

２０

　

・　

・　

日

２２

２５

２９

４
月　

５
・　

・　

・　

・

１２

１９

２２

　

・　

日

２６

３０

★
祝
日
開
館
に
つ
い
て
の
詳

細
は
図
書
館
だ
よ
り
等
で
ご

★
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い

４
月　

日
（
土
）

１０

午
後
１
時
半
か
ら

★
子
ど
も
映
画
会

３
月　

日
（
土
）

２７

４
月　

日
（
土
）

２４

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
か
ら

１０

★
親
と
子
の
絵
本
の
会

���
������
����

���
���

��������� � � � �
��

��

３月１７日
３月３１日３月２５日―３月２６日３月２３日３月２４日３月１６、１９、２３、２６、３０日����������

��������

３月２４日３月１７日
３月３１日―３月１９日３月１６日―３月１５、１８、２２、２５、２９日� � �

���������	


３月２４日３月２５日―３月２６日３月２３日―３月１５、１８、２２、２５、２９日��������
� � �

３月１７日
３月３１日３月１８日―３月１９日―３月２４日３月１６、１９、２３、２６、３０日��������

ごみ収集日程表 （３月第３～５週分）
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宇治年金相談センター開設のお知らせ

Ｑ．

保
険
料
の
口
座
振
替
の

申
し
込
み
手
続
き
は
ど
こ
で

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

Ａ．

お
近
く
の
金
融
機
関

（
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組

合
・
郵
便
局
・
農
協
・
労
働

金
庫
）
も
し
く
は
社
会
保
険

事
務
所
の
窓
口
で
手
続
き
で

き
ま
す
。
持
参
す
る
も
の
は
、

預
金
（
貯
金
）
通
帳
、
通
帳

届
出
印
、
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
ま
た
は
年
金
手

帳
が
必
要
で
す
。

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

口
座
振
替
申
出
書
は
社
会
保

険
事
務
所
が
処
理
し
た
月
の

翌
月
末
か
ら
引
き
落
と
し
が

開
始
さ
れ
ま
す
。（
引
き
落
と

し
前
に
口
座
振
替
開
始
通
知

書
が
お
手
元
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

　

な
お
、
一
年
前
納
及
び
前

期
半
年
前
納
の
場
合
は
三
月

二
十
五
日
頃
ま
で
に
、
後
期

半
年
前
納
の
場
合
は
、
九
月

二
十
五
日
頃
ま
で
に
社
会
保

険
事
務
所
に
口
座
振
替
申
出

書
が
到
着
す
る
よ
う
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
井

手
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
開

設
し
て
い
る
心
配
ご
と
相

談
・
行
政
相
談
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
、
一
部
を
次
の
よ

う
に
変
更
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
開
設
日　

以
前
の
と
お
り

各
月
曜
日
の
四
回
（
た
だ
し

第
五
月
曜
日
お
よ
び
国
民
の

祝
日
と
重
な
る
場
合
は
休
み

と
し
ま
す
）

●
開
設
場
所　

以
前
の
と
お

り
第
一
・
三
・
四
月
曜
日
は

玉
泉
苑
、
第
二
月
曜
日
は
賀

泉
苑

●
開
設
時
間　

午
後
一
時
〜

四
時
ま
で

▼
事
前
予
約
、
申
し
込
み
制

と
な
り
ま
す

▼
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

▼
事
前
の
お
申
し
込
み
は
相

談
日
の
午
後
二
時
ま
で
と
い

た
し
ま
す

◆
事
前
予
約
の
お
申
し
込
み

先
は
、
井
手
町
社
会
福
祉
協

議
会（�
八
二
―
三
四
九
九
）

ま
で
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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編
」　
　
　
　
　

丸
山
尚
一

《
児
童
書
》

「
ふ
わ
ふ
わ
あ
ひ
る
の
こ
」

　
　
　
　

ワ
ト
ソ
ン
・
Ｊ
・
Ｗ

「
ね
ず
く
ん
と
ら
く
ん
さ
む

い
さ
む
い
」
た
る
い
し
ま
こ

����
�����
����

３
月　

日
（
土
）

２７

４
月　

日
（
土
）

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

●
募
集
種
目　

一
般
幹
部
候
補
生
〔
一
般
・
技
術
〕（
音
楽
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
要
員
を
含
む
）

●
受
付
期
間　

平
成
十
六
年
四
月
五
日
〜
五
月
十
一
日
※
締
切
日
必
着

●
応
募
資
格

・
二
十
歳
以
上
、
二
十
六
歳
未
満
の
方
（
二
十
二
歳
未
満
は
大
卒
者

〔
見
込
み
含
む
〕）

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
、
二
十
八
歳
未
満
（
海
上

技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限
る
）

◆
受
付
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
京
都
地
方
連
絡
部 
宇
治
募
集
事
務
所

　

〒
六
一
一
―
〇
〇
三
一

　

京
都
府
宇
治
市
広
野
町
西
裏
一
〇
〇
―
三
〇
（
コ
メ
ウ
ビ
ル
二
階
）

　
（�
四
四
―
七
一
三
九
）

〒６１１‐００３１ 宇治市広野町西裏５４‐２
 ＪＲ「新田」駅から徒歩５分、近鉄「大久保」駅から徒歩１分

※当センターでは来
訪による年金相談
を行っています。
相談の受付は午前
９時～午後５時ま
でです。

所在地

ご相談の際は
●年金手帳又は
　基礎年金番号通知書
●年金証書
　（年金を受けている方）
●印鑑をお持ちください

駐車場はございませんので、電車・バス等をご利用ください。 
◎土曜日、日曜日、祝日は休みです。

 お問い合わせは 京都社会保険事務局 京都南社会保険事務所
　　　　　　 　（�０７５‐８１３‐７０２０）　（�０７５‐６４３‐３５４１）
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�����������	��������　３月は、国民健康保険税・

　介護保険料の第１０期納期
　限です

���

��������	
��������������������������

��������	
��������������
��������	��
��������������

�������
�������

��������	
����������������������� !"#$%&'���

��������	
������������������
��������	
�������������
��������	
���������������

� � � � �������������

� � � � �
� �� ��

���������
����������

��������	
��������������
��������	
��	��������

� � �
� �� ��

�������
�����������

���

���

��������	��
�����������
��������	
��������� � � � � ���������

��������	
��������������������� ! "#� � � � �
� � � � �

��������
���������
��

���

��������	
���������������� ������

��������	
����������������

�������
�������

��������	
��������������
��������	
��
���������������

��������	
���������������
��������	
����������������������� !"
���������	
������������������������� 	
���������	
��������������

京都府田辺土木事務所からのお知らせ
ドライバーのみなさまへ

玉水橋や山城大橋など橋の上
は凍結することがありますの
で 、走行に は十分気をつけて
運転願います。 　　　　　　
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※４月分については、全戸配付しております「ごみ分別収集カレンダー」をご覧ください。


